2010年11月26日
大牟田市企業管理者　　　西 山　安 昭　殿

荒尾市水道事業管理者　　村 上　寧 浩　殿
株式会社フレッシュ・ウォーター三池
　　　　代表取締役社長　野 口　俊 介
水道一元化に伴う配水管切り替え方法に係る共同検討について（お願い）
拝啓、時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より、弊社水道事業に対しまして格別のご高配を賜わり厚く御礼申し上げます。
さて、本年11月4日に、国土交通省九州地方整備局から、貴市と弊社に対しまして、貴市が平成20年度に取得した菊池川水利権（大牟田市：10,000m3/日、荒尾市：8,000m3/日）は、弊社専用水道の需要分を含み、同一の受益者に対して２つの水利権を許可することはできないことから、平成24年4月以降においては、貴市あるいは弊社のどちらかの水利権の更新しか認めないとの指導がございました。
弊社は、国土交通省のご指導の内容や、平成24年4月に大牟田・荒尾共同浄水場の供用が開始される予定であること等を総合的に検討した結果、平成24年4月以降の期間について、弊社専用水道に係る水利権が更新される見込みはないことにより、弊社専用水道はやむなく平成24年3月末をもって終了せざるを得ないと認識しております。
弊社は、専用水道による給水が行えなくなる平成24年4月以降におきまして、専用水道の受水者が、貴市から飲料水の供給を確実に受けられるようにすることが最も重要であると考えており、このことは水道事業者として水道一元化に取り組まれてきた貴市にとりましても、同様であると考えているところでございます。
弊社は、専用水道の受水者が貴市から飲料水を確実に受水できるよう弊社専用水道から貴市水道への具体的な切り替え方法について、貴市と弊社で共同して検討を進めることが必要であると考えており、切り替え方法について共同での検討をご提案申し上げます。

誠に恐れ入りますが、弊社提案につきましてご検討の上、文書にてご回答下さいますようお願い申し上げます。

敬 具

